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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第17期中 第18期中 第19期中 第17期 第18期

会計期間

自平成18年
１月１日
至平成18年
６月30日

自平成19年
１月１日
至平成19年
６月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
６月30日

自平成18年
１月１日
至平成18年

12月31日

自平成19年
１月１日
至平成19年

12月31日

売上高 （千円） 2,984,713 3,107,667 2,856,031 6,419,534 6,633,869

経常利益 （千円） 121,741 158,759 52,452 346,909 416,381

中間（当期）純利益 （千円） 56,197 24,594 18,523 171,037 135,471

持分法を適用した場

合の投資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 167,500 308,100 308,100 167,500 308,100

発行済株式総数 （株） 2,000 9,600 9,600 8,000 9,600

純資産額 （千円） 759,009 1,163,258 1,261,654 872,509 1,269,327

総資産額 （千円） 5,010,284 5,405,477 4,651,416 5,004,747 5,219,579

１株当たり純資産額 （円） 379,504.89 121,172.78 131,422.29 109,063.68 132,221.64

１株当たり中間（当

期）純利益金額
（円） 28,098.72 2,649.94 1,929.51 21,379.71 14,347.75

潜在株式調整後１株

当たり中間（当期）

純利益金額

（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － 2,000.00 2,500.00

自己資本比率 （％） 15.1 21.5 27.1 17.4 24.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 284,555 169,033 △190,022 545,387 418,137

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △157,948 18,523 △78,199 △139,060 △71,357

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 45,852 282,017 △15,937 △192,332 △56,048

現金及び現金同等物

の中間期末（期末）

残高

（千円） 378,963 890,073 427,071 420,499 711,230

従業員数

（外、平均臨時雇用

者数）

（人）
121

(51)

122

(47)

133

(63)

115

(47)

120

(54)

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。
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３．持分法を適用した場合の投資利益については、子会社及び関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

５．従業員数は、役員を除く中間期末（期末）就業人員数であります。

６．従業員数欄の（　）は、外書きにて臨時雇用者数の中間会計期間（年間）平均雇用人員であります。

７．当社は、平成18年８月26日付で株式１株につき４株の株式分割を行っております。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 133（63）　

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当中間会計期間における臨時従業員の平均雇用人員であります。

(2）労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　当中間会計期間におけるわが国経済は、家計部門においては、５月に有効求人倍率が５か月連続して1.0を下回るなど

雇用環境の悪化傾向がみられたほか、全国消費者物価指数（生鮮食品を除く）が前年同月比1.5％上昇し、10年ぶりの

高い伸び率を記録するなど個人の消費マインドは低調に推移いたしました。企業部門では、６月に国内企業物価指数

が前年同月比5.6％上昇し、第二次石油ショック末期以来27年４カ月ぶりの高水準を記録したほか、企業短期経済観測

調査（短観）による景況判断指数(ＤＩ）は３四半期連続で悪化するなど、企業収益の減速懸念が強まりました。

　当社が属する婦人靴業界におきましては、アパレルやインターネット企業など異業種からの参入、大手総合スーパー

によるＰＢ商品の強化に加え、百貨店業界の再編など既存顧客の確保が厳しい状況が続いております。一方、生産地に

つきましても国内から中国を中心とする海外生産に移行しており、「産地も売場もボーダーレス」となっており、ブ

ランド力と商品企画力の強化が益々重要となっております。このような環境のもと、当社では顧客のおしゃれ心を満

たす商品の具現化と、売れ筋アイテムの企画・販売に努めてまいりました。

　当中間会計期間につきましては、従来どおり「適時」「適品」の市場投入に努めたものの、業界の急激な変革と、販

売チャネル毎のニーズの変化に即したきめ細かな対応が十分ではなかったことなどから、売上高の減少と、それに伴

う粗利益額の減少、回転率の低下による在庫ロス（商品の廃棄・評価損）の増加などにより業績は期初計画を下回っ

て推移いたしました。

　この結果、当中間会計期間につきましては、売上高2,856百万円（前年同期比8.1％減）、営業利益36百万円（前年同期

比76.9％減）、経常利益52百万円（前年同期比67.0%減）、中間純利益18百万円（前年同期比24.7％減）となりました。

　当中間会計期間における部門別経営成績は以下のとおりであります。

なお、以下に記載の部門別営業利益は、部門別売上高から売上原価及び各部門の販売費及び一般管理費を控除した数

値であり、管理部門における販売費及び一般管理費は含んでおりません。

 （卸売部門）

　当中間会計期間において、販売チャネル別では、積極的な提案営業の推進が奏功しアパレル向け販売については売上

高・粗利益とも前年同期比プラスを確保したものの、当社の主要顧客群である専門店、スーパー・ＧＭＳについては

業界再編の進行による当社商材の取扱店舗数の減少がみられたほか、自社ＷＥＢ通販、海外取引についても適時・適

品の投入に努めたものの前年同期を上回るには至りませんでした。

　この結果、卸売部門は売上高2,427百万円（前年同期比10.1％減）、営業利益428百万円（前年同期比18.3％減）となり

ました。

 （小売部門）

　当中間会計期間においては、不採算店舗３店（２月に宇都宮パルコ店、ララスクエア宇都宮店、６月に岐阜リバーサ

イドモール店）を閉鎖したほか、３月にJELLY BEANS岡山ＯＰＡ店、４月にはショッピングセンター向け直営店第１

号としてHanna GardenエミフルMASAKI店を新規出店し、採算性を重視したスクラップアンドビルドを実施しました。

これにより、６月30日現在の直営店舗数は14店舗となりました。売れ筋商品の適時・適品投入の徹底や、販売スタッフ

教育の強化等に努めましたが、一部を除く既存店売上の減少に伴う粗利益率の低下と、新規出店に伴う販売管理費の

増加により採算性が悪化しました。

　この結果、小売部門は売上高428百万円（前年同期比5.5％増）、営業損失８百万円（前年同期は営業利益25百万円）

となりました。
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(2）キャッシュ・フロー

　当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて284百万円減少し

427百万円となりました。

　当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は、190百万円（前年同期は169百万円の収入）となりました。

　主な内訳は、仕入債務の減少額453百万円、法人税等の支払額117百万円に対し、売上債権の減少額309百万円、税引

前中間純利益35百万円及び減価償却費30百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は、78百万円（前年同期は18百万円の収入）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出83百万円、差入保証金の差入による支出５百万円及び同保証金の返還

による収入13百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュフロー）

　財務活動の結果、使用した資金は15百万円（前年同期は282百万円の収入）となりました。

　これは主に、長期借入による収入500百万円に対し、長期借入金の返済による支出492百万円、支払配当金の支出23

百万円によるものであります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当中間会計期間の仕入実績は、次のとおりであります。

品目別 仕入高（千円） 前年同期比（％）

婦人靴 2,003,676 93.6

合計 2,003,676 93.6

　（注）１．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．上記の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の仕入金額として814千円を含んでおります。

(2）販売実績

　当中間会計期間の販売実績を販売形態別に示すと、次のとおりであります。

販売形態別 販売高（千円） 前年同期比（％）

婦人靴   

卸売販売（靴専門店・その他） 2,427,846 89.9

小売販売（直営店） 428,185 105.5

合計 2,856,031 91.9

　（注）１．金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．小売販売（直営店）の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の販売実績として1,295千円を含んでおります。

３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。

５【研究開発活動】

　特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、「２．設備の新設、除却等の計画」に記載した事項を除いては、設備に重要な異動はあり

ません。

２【設備の新設、除却等の計画】

　当社の設備投資については、今後の事業方針及び事業計画を基本として、業績動向、人員計画、資金計画等を総合的に

勘案して策定しております。

　当中間会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設及び除却について、重要な変更はありま

せん。

(1）当中間会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設及び除却について完了したものは、次

のとおりであります。

①新設

事業所名 所在地 事業の部門別の名称 設備の内容 完了時期

JELLY BEANS

岡山ＯＰＡ店

岡山県

岡山市
小売部門 小売店舗 平成20年３月

Hanna Garden

エミフルMASAKI店

愛媛県

伊予郡
小売部門 小売店舗 平成20年４月

②除却

事業所名 所在地 事業の部門別の名称 設備の内容 完了時期

JELLY BEANS

宇都宮パルコ店

栃木県

宇都宮市
小売部門 小売店舗 平成20年２月

JELLY BEANS

ララスクエア宇都宮店

栃木県

宇都宮市
小売部門 小売店舗 平成20年２月

JELLY BEANS

リバーサイドモール店

岐阜県

本巣市
小売部門 小売店舗 平成20年６月
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000

計 32,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行数

（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年９月24日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,600 9,600
大阪証券取引所

（ヘラクレス）

権利内容になん

ら限定のない当

社における標準

となる株式

計 9,600 9,600 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年１月１日～

平成20年６月30日
－ 9,600 － 308,100 － 230,600
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年６月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

天笠　悦藏 東京都台東区 3,276 34.13

天笠　民子 東京都台東区 450 4.69

天笠　竜蔵 東京都台東区 375 3.91

安西　彩子 東京都台東区 230 2.40

天笠　咲子 東京都台東区 230 2.40

葛原　武見 神戸市長田区 180 1.88

中野　勝則 東京都台東区 140 1.46

渡部　勇 島根県出雲市 140 1.46

中村　美恵子 三重県三重郡菰野町 135 1.41

颯田　和弘 愛知県幡豆郡一色町 100 1.04

計 － 5,256 54.75

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式             －             － －

議決権制限株式（自己株式等）             －             － －

議決権制限株式（その他）             －             － －

完全議決権株式（自己株式等）             －             － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   9,600 9,600

権利内容になんら限定

のない当社における標

準となる株式

単元未満株式             －             － －

発行済株式総数 　         9,600             － －

総株主の議決権             － 9,600 －

②【自己株式等】

　該当事項はありません。
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２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 128,000 108,000 100,000 88,800 104,000 148,000

最低（円） 78,500 92,000 80,000 80,200 80,600 83,300

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。以

下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２．監査証明について

　当社は、証券取引法第193条の２の規定に基づき、前中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年６月30日まで）

の中間財務諸表についてはあずさ監査法人により中間監査を受け、また、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に

基づき、当中間会計期間（平成20年１月１日から平成20年６月30日まで）の中間財務諸表については優成監査法人に

よる中間監査を受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

前中間会計期間　　あずさ監査法人

当中間会計期間　　優成監査法人

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 ※２ 1,185,751   717,149   1,006,956   

２．受取手形 ※４ 603,264   356,081   523,987   

３．売掛金 　 843,165   734,285   879,148   

４．たな卸資産 　 187,206   203,830   201,314   

５．その他 　 20,164   43,776   29,064   

貸倒引当金 　 △13,400   △5,200   △6,100   

流動資産合計 　  2,826,152 52.3  2,049,922 44.1  2,634,371 50.5

Ⅱ　固定資産 　          

１．有形固定資産 ※１          

(1）建物 ※２ 876,947   805,200   792,837   

(2）土地 ※２ 1,479,999   1,529,346   1,529,346   

(3）その他 ※２ 36,209   77,984   36,007   

有形固定資産合計 　 2,393,156   2,412,532   2,358,191   

２．無形固定資産 　 6,897   12,679   6,801   

３．投資その他の資産 　          

(1）投資有価証券 　 38,527   27,884   30,445   

(2）その他 　 156,022   165,193   204,167   

貸倒引当金 　 △15,279   △16,796   △14,397   

投資その他の資産合
計

　 179,270   176,281   220,215   

固定資産合計 　  2,579,325 47.7  2,601,493 55.9  2,585,208 49.5

資産合計 　  5,405,477 100.0  4,651,416 100.0  5,219,579 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．支払手形 ※４ 1,214,777   833,859   1,184,010   

２．買掛金 　 228,062   163,254   266,970   

３．１年内返済予定長期
借入金

※２ 920,911   750,243   806,473   

４．１年内償還予定社債 　 50,000   －   －   

５．未払法人税等 　 79,541   3,990   122,665   

６．役員賞与引当金 　 5,000   －   －   

７．返品調整引当金 　 6,200   4,900   5,900   

８．その他 ※５ 171,274   160,701   162,704   

流動負債合計 　  2,675,766 49.5  1,916,948 41.2  2,548,724 48.8

Ⅱ　固定負債 　          

１．長期借入金 ※２ 1,322,136   1,212,144   1,148,508   

２．退職給付引当金 　 78,311   87,835   83,600   

３．役員退職慰労引当金 　 166,005   172,833   169,419   

固定負債合計 　  1,566,453 29.0  1,472,813 31.7  1,401,528 26.9

負債合計 　  4,242,219 78.5  3,389,762 72.9  3,950,252 75.7

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  308,100 5.7  308,100 6.6  308,100 5.9

２．資本剰余金 　          

(1）資本準備金 　 230,600   230,600   230,600   

資本剰余金合計 　  230,600 4.3  230,600 5.0  230,600 4.4

３．利益剰余金 　          

(1）その他利益剰余金 　          

別途積立金 　 68,035   68,035   68,035   

繰越利益剰余金 　 545,312   650,712   656,189   

利益剰余金合計 　  613,347 11.3  718,747 15.4  724,224 13.9

株主資本合計 　  1,152,047 21.3  1,257,447 27.0  1,262,924 24.2

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１．その他有価証券評価
差額金

　  11,211 0.2  4,206 0.1  6,403 0.1

評価・換算差額等合計 　  11,211 0.2  4,206 0.1  6,403 0.1

純資産合計 　  1,163,258 21.5  1,261,654 27.1  1,269,327 24.3

負債純資産合計 　  5,405,477 100.0  4,651,416 100.0  5,219,579 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  3,107,667 100.0  2,856,031 100.0  6,633,869 100.0

Ⅱ　売上原価 　  2,151,586 69.2  2,000,160 70.0  4,606,274 69.4

売上総利益 　  956,080 30.8  855,871 30.0  2,027,594 30.6

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　  796,764 25.7  819,106 28.7  1,634,413 24.7

営業利益 　  159,315 5.1  36,764 1.3  393,181 5.9

Ⅳ　営業外収益 ※１  54,080 1.8  42,208 1.4  109,997 1.7

Ⅴ　営業外費用 ※２  54,637 1.8  26,521 0.9  86,797 1.3

経常利益 　  158,759 5.1  52,452 1.8  416,381 6.3

Ⅵ　特別利益 　  8,550 0.3  1,800 0.1  14,800 0.2

Ⅶ　特別損失 ※3,4  6,885 0.2  18,328 0.7  77,726 1.2

税引前中間　(当期）
純利益

　  160,424 5.2  35,923 1.2  353,455 5.3

法人税、住民税及び事
業税

　 75,600   751   198,000   

法人税等調整額 　 60,230 135,830 4.4 16,648 17,400 0.6 19,983 217,983 3.3

中間（当期）純利益 　  24,594 0.8  18,523 0.6  135,471 2.0

　 　          

EDINET提出書類

株式会社アマガサ(E03004)

半期報告書

15/34



③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

資本剰余金合
計

その他利益剰余金
利益剰余金合
計

別途積立金
繰越利益剰余
金

平成18年12月31日残高（千円） 167,500 90,000 90,000 68,035 536,717 604,752 862,252

中間会計期間中の変動額        

　新株の発行 140,600 140,600 140,600    281,200

剰余金の配当     △16,000 △16,000 △16,000

中間純利益     24,594 24,594 24,594

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

       

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

140,600 140,600 140,600 － 8,594 8,594 289,794

平成19年６月30日残高（千円） 308,100 230,600 230,600 68,035 545,312 613,347 1,152,047

　
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成18年12月31日残高（千円） 10,256 10,256 872,509

中間会計期間中の変動額    

　新株の発行   281,200

剰余金の配当   △16,000

中間純利益   24,594

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

955 955 955

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

955 955 290,749

平成19年６月30日残高（千円） 11,211 11,211 1,163,258

当中間会計期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日）

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

資本剰余金合
計

その他利益剰余金
利益剰余金合
計

別途積立金
繰越利益剰余
金

平成19年12月31日残高（千円） 308,100 230,600 230,600 68,035 656,189 724,224 1,262,924

中間会計期間中の変動額        

剰余金の配当     △24,000 △24,000 △24,000

中間純利益     18,523 18,523 18,523

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

       

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

－ － － － △5,476 △5,476 △5,476

平成20年６月30日残高（千円） 308,100 230,600 230,600 68,035 650,712 718,747 1,257,447

　
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成19年12月31日残高（千円） 6,403 6,403 1,269,327

中間会計期間中の変動額    

剰余金の配当   △24,000
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

中間純利益   18,523

株主資本以外の項目の中間会
計期間中の変動額（純額）

△2,197 △2,197 △2,197

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△2,197 △2,197 △7,673

平成20年６月30日残高（千円） 4,206 4,206 1,261,654

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

資本剰余金合
計

その他利益剰余金
利益剰余金合
計

別途積立金
繰越利益剰余
金

平成18年12月31日残高（千円） 167,500 90,000 90,000 68,035 536,717 604,752 862,252

事業年度中の変動額        

新株の発行 140,600 140,600 140,600    281,200

剰余金の配当     △16,000 △16,000 △16,000

当期純利益     135,471 135,471 135,471

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

       

事業年度中の変動額合計（千円） 140,600 140,600 140,600 － 119,471 119,471 400,671

平成19年12月31日残高（千円） 308,100 230,600 230,600 68,035 656,189 724,224 1,262,924

 
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成18年12月31日残高（千円） 10,256 10,256 872,509

事業年度中の変動額    

新株の発行   281,200

剰余金の配当   △16,000

当期純利益   135,471

株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額）

△3,853 △3,853 △3,853

事業年度中の変動額合計（千円） △3,853 △3,853 396,818

平成19年12月31日残高（千円） 6,403 6,403 1,269,327
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度の要約キャッ
シュ・フロー計算書

（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　    

税引前中間（当期）純利益 　 160,424 35,923 353,455

減価償却費 　 31,706 30,612 71,953

臨時償却費　 　 － － 63,995

減損損失 　 6,500 － 11,177

役員賞与引当金の増加額 　 5,000 － －

退職給付引当金の増加額 　 6,701 4,235 11,990

役員退職慰労引当金の増加額 　 19,180 3,414 22,594

貸倒引当金の増減額（減少：△） 　 △1,650 1,499 △9,832

返品調整引当金の減少額 　 △700 △1,000 △1,000

受取利息及び受取配当金 　 △2,908 △1,246 △4,328

支払利息 　 24,551 18,524 46,455

株式交付費 　 1,466 － 1,466

投資有価証券売却益 　 △6,500 － △6,500

固定資産除却損 　 384 328 1,415

建物解体費用 　 － 18,000 －

売上債権の増減額（増加：△） 　 △50,432 309,305 △6,212

たな卸資産の増減額（増加：△） 　 10,562 △2,516 △3,545

仕入債務の増減額（減少：△） 　 75,066 △453,867 83,207

未払金の増加額 　 29,303 24,269 5,279

その他 　 △2,563 △36,535 14,803

小計 　 306,093 △49,052 656,374

利息及び配当金の受取額 　 2,842 1,146 4,205

利息の支払額 　 △23,946 △19,477 △46,104

法人税等の支払額 　 △115,955 △117,119 △196,338

建物解体による支出 　 － △5,520 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 169,033 △190,022 418,137

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　    

定期預金の預入による支出 　 △156,026 △150,351 △312,074

定期預金の払戻しによる収入 　 156,000 156,000 312,000

投資有価証券の売却による収入 　 56,500 － 56,500

有形固定資産の取得による支出 　 △27,063 △83,895 △101,051

差入保証金の返還による収入 　 － 13,638 －

差入保証金の差入による支出 　 △9,142 △5,438 △23,150

その他 　 △1,744 △8,152 △3,581

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 18,523 △78,199 △71,357

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　    

長期借入れによる収入 　 500,000 500,000 700,000

長期借入金の返済による支出 　 △431,716 △492,594 △919,782

社債償還による支出 　 △50,000 － △100,000

株式の発行による収入 　 279,733 － 279,733

配当金の支払額 　 △16,000 △23,343 △16,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 282,017 △15,937 △56,048

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額 　 469,573 △284,159 290,730

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 420,499 711,230 420,499

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末（期
末）残高

※ 890,073 427,071 711,230
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

(1）有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

 中間決算日の市場価格等

に基づく時価法（評価差額

は全部純資産直入法により

処理し、売却原価は総平均

法により算定）を採用して

おります。 

(1）有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

同左

(1）有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、

売却原価は総平均法により

算定）を採用しております。

 時価のないもの

 総平均法による原価法を

採用しております。 

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

 (2）デリバティブ

時価法 

(2）デリバティブ

―――――

(2）デリバティブ

時価法 

 (3）たな卸資産

商品

先入先出法による原価法

(3）たな卸資産

商品

同左

(3）たな卸資産

商品

同左

 貯蔵品

最終仕入原価法 

貯蔵品

―――――

貯蔵品

―――――

２．固定資産の減価償却の方

法

(1）有形固定資産

　定率法によっております。

　ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（附属設備

を除く）については定額法を

採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下の

とおりであります。

建物　　　　　３年～50年

構築物　　　　10年～15年

車両　　　　　５年～６年

器具及び備品　３年～20年 

　（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、当中間会

計期間より、平成19年4月1日以降に

取得した有形固定資産については、

改正後の法人税法に基づく減価償

却方法によっております。

　なお、この変更による当中間会計

期間の損益に与える影響は軽微で

あります。

(1）有形固定資産

同左

　（会計方針の変更）

　―――――――

(1）有形固定資産

同左

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、当事業年

度より、平成19年4月1日以降に取得

した有形固定資産については、改正

後の法人税法に基づく減価償却方

法によっております。

　なお、この変更による当事業年度

の損益に与える影響は軽微であり

ます。

 (2）無形固定資産

　定額法によっております。

　なお、自社利用のソフトウェ

アについては、社内における

利用可能期間（５年）に基づ

いております。 

(2）無形固定資産

　　　　　　同左

　

(2）無形固定資産

同左

 (3）長期前払費用

　定額法によっております。 

(3）長期前払費用

　　　　　　同左

(3）長期前払費用

同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

３．繰延資産の処理方法 株式交付費

　支出時に全額費用として処理し

ております。

――――――― 株式交付費

　支出時に全額費用として処理し

ております。

４．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に

備えるため、一般債権につい

ては貸倒実績率により、また、

貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計

上しております。 

(1）貸倒引当金

同左

(1）貸倒引当金

同左

 (2）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備える

ため、当中間会計期間末にお

ける退職給付債務の見込額に

基づき計上しております。 

(2）退職給付引当金

同左

(2）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備える

ため、当事業年度末における

退職給付債務の見込額に基づ

き計上しております。

 (3）返品調整引当金

　商品の返品に伴う損失に備

えるため、返品の実績率によ

り、損失見込額を計上してお

ります。 

(3）返品調整引当金

同左

(3）返品調整引当金

同左

 (4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく当

中間会計期間末要支給額を計

上しております。 

(4）役員退職慰労引当金

同左

(4）役員退職慰労引当金

　役員の退職慰労金の支出に

備えるため、内規に基づく期

末要支給額を計上しておりま

す。

 (5）役員賞与引当金

　役員に対して支給する賞与

の支出に備えるため、役員賞

与支給見込み額の当中間会計

期間負担額を計上しておりま

す。 

(5）　　――――――― (5）　　―――――――

　

５．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移

転すると認められるもの以外の

ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によって

おります。 

同左 同左

６．中間キャッシュ・フロー

計算書（キャッシュ・フ

ロー計算書）における資

金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な

預金及び容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について僅少な

リスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来す

る短期投資からなっております。

 

同左 同左

７．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜方式

によっております。 

 消費税等の会計処理

同左

 消費税等の会計処理

同左
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追加情報

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

──────

　

──────

　

　当社は、平成19年12月10日開催の取

締役会において第１ビルを建替える

こととする方針を決議いたしました。

　これは、今後の業容の拡大及び業務

効率の向上等を目的として設備の増

強を図るものであります。

　なお、建物規模及び建設に係る費用

等については次のとおり予定してお

ります。

１．所在地

　　東京都台東区浅草六丁目36番2号

２．構造

　　地上９階建

３．延床面積

　　2,835㎡

４．着工予定

　　平成20年５月初旬

５．完成予定

　　平成21年６月上旬

６．総工費（概算）

　　900百万円
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成19年12月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 333,519千円 　 461,996千円 　      440,318千円

※２　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりで

あります。

※２　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりで

あります。

※２　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりで

あります。

現金及び預金 109,620千円

建物 811,790千円

土地 1,375,225千円

構築物（有形固定資産

「その他」）
3,403千円

計 2,300,039千円

現金及び預金 109,972千円

建物 721,972千円

土地 1,166,992千円

構築物（有形固定資産

「その他」）
2,907千円

計 2,001,843千円

現金及び預金 109,620千円

建物 723,329千円

土地 1,375,225千円

構築物（有形固定資産

「その他」）
3,135千円

計 2,211,310千円

担保付債務は次のとおりであります。 担保付債務は次のとおりであります。 担保付債務は次のとおりであります。

１年内返済予定長期借

入金
278,104千円

長期借入金 677,216千円

計  955,320千円 

１年内返済予定長期借

入金
194,756千円

長期借入金 592,344千円

計 787,100千円 

１年内返済予定長期借

入金
155,552千円

長期借入金 708,462千円

計 864,014千円

　３　─────── 　３　受取手形割引高　 ３　───────

　 　 　 204,840千円　 　       

※４　中間期末日満期手形

中間期末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理し

ております。なお、当中間会計期間末日

が金融機関の休日であったため、次の

中間期末日満期手形が中間期末残高に

含まれております。

※４　───────

　

※４　期末日満期手形

期末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理して

おります。なお、当期末日が金融機関の

休日であったため、次の期末日満期手

形が期末残高に含まれております。

 受取手形 2,563千円 

 支払手形 120,692千円 

      

        

 受取手形 3,212千円 

※５　消費税等の取扱い

仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺

のうえ、金額的重要性が乏しいため、流

動負債の「その他」に含めて表示して

おります。

※５　消費税等の取扱い

同左

※５　───────
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（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの ※１　営業外収益のうち主要なもの

仕入割引 43,392千円 仕入割引 36,319千円 仕入割引 91,411千円

※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの ※２　営業外費用のうち主要なもの

支払利息 24,551千円

株式交付費 1,466千円

公開費用 25,306千円

支払利息 18,524千円 支払利息 46,455千円

  

※３　特別損失のうち主要なもの ※３　特別損失のうち主要なもの ※３　特別損失のうち主要なもの

減損損失 6,500千円 建物解体費用 18,000千円 臨時償却費 63,995千円

固定資産除却損 1,415千円

減損損失 11,177千円

※４　減損損失

 当中間会計期間において、当社は以下の

資産グループについて減損損失を計上し

ました。

※４  ―――――――

　

※４　減損損失

 当事業年度において、当社は以下の資産

グループについて減損損失を計上しまし

た。

地域 主な用途 種類
金額
（千円）

栃木 直営店設備 建物 6,089

　 　 器具備品 410

　 　 合計 6,500

 当社は事業形態の違いにより、大きくは

卸売事業と小売事業にグルーピングし、

小売事業（直営店事業）は各店舗別にグ

ルーピングしております。

 直営店のうち、営業活動から生じる利益

が継続的にマイナスであり、今後の収益

改善が困難視される１店舗について、当

該店舗設備残高を減損損失(6,500千円)と

して特別損失に計上いたしました。

 なお、当資産グループの回収可能価額は

正味売却価額により測定しており、建物

及び器具備品については、正味売却価額

は零としております。

 
地域 主な用途 種類

金額
（千円）

栃木 直営店設備 建物 6,089

　 　 器具備品 410

　 　 合計 6,500

岐阜 〃 建物 4,676

 当社は事業形態の違いにより、大きくは

卸売事業と小売事業にグルーピングし、

小売事業（直営店事業）は各店舗別にグ

ルーピングしております。

 直営店のうち２店舗につき、閉店による

除却損の発生が見込まれるため、当該店

舗設備残高を減損損失(11,177千円）とし

て特別損失に計上しております。

 なお、当資産グループの回収可能価額は

正味売却価額により測定しており、建物

及び器具備品については、正味売却価額

は零としております。 

　５　減価償却実施額 　５　減価償却実施額 　５　減価償却実施額

有形固定資産 30,755千円

無形固定資産 650千円

有形固定資産 29,225千円

無形固定資産 1,087千円

有形固定資産 70,006千円

無形固定資産 1,347千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成19年１月１日　至　平成19年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末
株式数（株）

当中間会計期間
増加株式数（株）

当中間会計期間
減少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式（注） 8,000 1,600 － 9,600

合　計 8,000 1,600 － 9,600

（注）普通株式の増加1,600株は、平成19年２月６日を払込期日とする有償一般募集増資によるものであります。 

　

２．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年３月28日

定時株主総会
普通株式 16,000 2,000 平成18年12月31日 平成19年３月29日

当中間会計期間（自　平成20年１月１日　至　平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末
株式数（株）

当中間会計期間
増加株式数（株）

当中間会計期間
減少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 9,600 － － 9,600

合　計 9,600 － － 9,600

　

２．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成20年３月26日

定時株主総会
普通株式 24,000 2,500 平成19年12月31日 平成20年３月27日

前事業年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末株式
数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式（注） 8,000 1,600 － 9,600

合　計 8,000 1,600 － 9,600

（注）普通株式の増加1,600株は、平成19年２月６日を払込期日とする有償一般募集増資によるものであります。

　

２．配当に関する事項

（１）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年３月28日

定時株主総会
普通株式 16,000 2,000 平成18年12月31日 平成19年３月29日

（２）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 
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決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年３月26日

定時株主総会
普通株式 24,000 利益剰余金 2,500 平成19年12月31日 平成20年３月27日

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中

間貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中

間貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

※　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関

係

（平成19年６月30日現在） （平成20年６月30日現在） （平成19年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,185,751千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金他
△295,678千円

現金及び現金同等物 890,073千円

現金及び預金勘定    717,149千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金他
△290,077千円

現金及び現金同等物 427,071千円

現金及び預金勘定 1,006,956千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金他
△295,726千円

現金及び現金同等物 711,230千円
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（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

　リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び中間期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び中間期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び期末残高相当額

　

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

中間期
末残高
相当額
(千円)

その他（器具
及び備品）

141,428 62,752 78,676

無形固定資産
（ソフトウェ
ア）

42,443 17,460 24,983

合計 183,872 80,212 103,659

　

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

中間期
末残高
相当額
(千円)

その他（器具
及び備品）

136,291 80,383 55,907

無形固定資産
（ソフトウェ
ア）

44,790 27,236 17,554

合計 181,082 107,620 73,462

　

取得価
額相当
額
(千円)

減価償
却累計
額相当
額
(千円)

期末残
高相当
額
(千円)

その他（器具
及び備品）

142,867 72,764 70,103

無形固定資産
（ソフトウェ
ア）

43,730 21,812 21,918

合計 186,598 94,576 92,022

２．未経過リース料中間期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額

２．未経過リース料中間期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額

２．未経過リース料期末残高相当額等 

未経過リース料期末残高相当額

１年内 36,701千円

１年超 69,577千円

合計 106,278千円

１年内 35,401千円

１年超 40,589千円

合計 75,990千円

１年内 36,890千円

１年超 57,717千円

合計 94,608千円

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額

及び減損損失

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額

及び減損損失

３．支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額、支払利息相当額

及び減損損失

支払リース料 19,447千円

減価償却費相当額 18,388千円

支払利息相当額 1,205千円

支払リース料 19,643千円

減価償却費相当額 18,537千円

支払利息相当額 986千円

支払リース料 39,078千円

減価償却費相当額 36,928千円

支払利息相当額 2,343千円

４．減価償却費相当額の算定方法

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。 

４．減価償却費相当額の算定方法

　　　　　　　　同左

４．減価償却費相当額の算定方法

同左

５．利息相当額の算定方法

 リース料総額とリース物件の取得価額

相当額との差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法によっ

ております。 

５．利息相当額の算定方法

　　　　　　　　同左

５．利息相当額の算定方法

同左

（減損損失について）

 リース資産に配分された減損損失はあ

りません。 

（減損損失について）

　　　　　　　　同左

（減損損失について） 

 　　　　　　　同左
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（有価証券関係）

前中間会計期間末（平成19年６月30日）

１．その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 18,221 37,127 18,906

合計 18,221 37,127 18,906

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

　 中間貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 1,400

当中間会計期間末（平成20年６月30日）

１．その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 20,529 27,622 7,093

合計 20,529 27,622 7,093

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

　 中間貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 261

前事業年度末（平成19年12月31日）

１．その他有価証券で時価のあるもの

　 取得原価（千円）
貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

株式 19,385 30,184 10,798

合計 19,385 30,184 10,798

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

　 貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券  

非上場株式 261
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（デリバティブ取引関係）

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

対象物の種
類

取引の種類

前中間会計期間末
（平成19年６月30日）

当中間会計期間末
（平成20年６月30日）

前事業年度末
（平成19年12月31日）

契約額等
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

契約額等
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

契約額等
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

金利
金利スワップ取引

変動受取・固定支払
400,000 △1,004 △1,004 － － － － － －

合計 400,000 △1,004 △1,004 － － － － － －

（前中間会計期間末） 　（当中間会計期間末） 　（前事業年度末）

　（注）　時価の算定方法

　　　　　取引先の金融機関から提示

　　　　　された価格等に基づき算定

　　　　　しております。

　――――――― 　―――――――

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

（持分法損益等）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日）

当中間会計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

前事業年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

１株当たり純資産額 121,172円78銭

１株当たり中間純利

益金額
2,649円94銭

１株当たり純資産額 131,422円29銭

１株当たり中間純利

益金額
1,929円51銭

１株当たり純資産額 132,221円64銭

１株当たり当期純利

益金額
14,347円75銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

  また、当社は、平成18年８月26日付で
株式１株につき４株の株式分割を行っ

ております。

  なお、当該株式分割が前期首に行わ

れたと仮定した場合の前中間会計期間

における１株当たり情報については、

以下のとおりとなります。

１株当たり純資産額 94,876円22銭

１株当たり中間純利

益金額 7,024円68銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり中間

純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前中間会計期間

(自　平成19年１月１日
至　平成19年６月30日)

当中間会計期間
(自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日)

前事業年度
(自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日)

中間（当期）純利益　　　　　（千円） 24,594 18,523 135,471

普通株主に帰属しない金額　　（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

　　　　　　　　　　　　　　（千円）
24,594 18,523 135,471

期中平均株式数　　　　　　　　（株） 9,281 9,600 9,442

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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（２）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の参考情報】

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第18期）（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）平成20年３月26日関東財務局長に提出。

(2）臨時報告書

　平成20年１月17日関東財務局長に提出。

　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号(財政状態及び経営成績に著しい影響を与える事象)の規

定に基づく臨時報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成19年９月25日

株式会社 アマガサ  

 取締役会　御中    

 あずさ監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 柏嵜　周弘　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 小田　哲生　　印

　当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会社ア

マガサの平成19年１月１日から平成19年12月31日までの第18期事業年度の中間会計期間（平成19年１月１日から平成19年

６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及び中間

キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社アマガサの平成19年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年１月１日から

平成19年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）

が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成20年９月22日

株式会社 アマガサ  

 取締役会　御中    

 優成監査法人  

 
　指定社員

　業務執行社員
 公認会計士 　加藤　善孝　　印

 
　指定社員

　業務執行社員
 公認会計士 　本間　洋一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社アマガサの平成20年１月１日から平成20年12月31日までの第19期事業年度の中間会計期間（平成20年１月１日か

ら平成20年６月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書及

び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社アマガサの平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成20年１月１日から

平成20年６月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）

が別途保管しております。
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